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1．はじめに

平成 26 年 8 月の土砂災害が発生した広島市安佐南

区八木地区には，かつて「八木蛇落地悪谷（やぎじゃ

らくじあしだに）」という地名があり，「蛇王池（じゃ

おういけ）伝説」なる大蛇退治の伝説が存在すること

が，災害直後の報道などで報じられた 1)．蛇王池伝説

は，阿武山に住み往来の人々を困らせていた大蛇を八

木城主香川家の家来，香川勝雄（かがわかちお）が退

治した武勇伝である．本報告は，この蛇王池伝説と土

石流との関連について，史跡や文献，地元の方からの

聞き取り，旧地形，および土石流堆積物の堆積年代か

ら考察したものである．

2．史跡の状況

図－1 は，蛇王池伝説の碑と地元に“蛇王池の名残”

として伝わる小池の位置を示したものである．碑は JR
梅林駅から北東 130m 程度の位置にあり，さらに 40m
ほど山側に小池がある．また，蛇退治に使われた太刀

がかつて奉納されていたと伝わる光廣神社も存在する．

写真－1 は蛇王池の碑と小池の写真である．碑は地

元有志により昭和 27 年に建立されたもので，以下のよ

うな碑文が刻まれている．

「天文元年壬辰二月二十七日八木村阿生山字中迫に

於て富村の勇士香川右衛門太夫勝雄大蛇を退治す 其

の首富池に落ちて隠れたと言ふ因って蛇王池と稱す」

これを概説すると，「1532 年（室町時代）4 月 2 日，

阿武山の中腹にて香川勝雄が大蛇を退治し，その首が

この池に落ちた．それを蛇王池と呼んだ」となろう．

写真－1 蛇王池の碑（左）と小池（右）

3．文献の記述

蛇王池伝説の“原典”は，付近の八木城を治めた香

川家の香川景継による「陰徳太平記」の八巻「香川勝

雄大蛇ヲ斬ル事」である．以下に概説する．

「天文元年（1532 年）の春，阿武山中腹に大蛇があ

らわれ，往来の人を悩ませた．八木城主，香川光景（み

つかげ）は若侍香川勝雄（かちお）に退治を託す．

勝雄が退治に向かうと風が強く吹いて村雨となり，

岩は崩れ，岸は裂け，山が鳴り，あたりが真っ暗とな

った．勝雄は格闘の末，大刀で大蛇を斬り落とした．

首は大暴れして七八丁（約 7-800m）飛び，また一丁飛

んだ．首は地を穿ち岩をくつがえし，血は川のごとく

流れて淵となった．首は池に埋まったが，うめく声は

人々の肝を冷やした．勝雄は退治後，池で刀を洗った．

そこを“太刀のぶ川”と呼んだ．」

これらの記述は蛇王池の碑にもあるが，雨が降って

岸が裂け，岩が崩れ，蛇の頭が淵に埋まるなどの記述

は，土石流の諸現象を記述していると考えられる．

4．地元の方の聞き取り結果

蛇王池の碑と小池付近の方に聞き取りを行った結果，

以下のような証言を得た．

・小池のあたりは山からの伏流水が湧き出る場所で，

かつて川のように水が流れ，野菜洗いなど生活に使

っていた．小池は蛇王池の“名残”だ．

・碑がある一帯はかつて沼地状の水田で，常に水がた

まった．体の半分くらいが埋まった．

図－1 蛇王池の碑と小池の位置．本図は国土地理院

発行 25,000 分の 1 地形図と朝日航洋（株）計

測･作図による陰陽図を重ね合わせたもの．

蛇王池の碑
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・かつては大雨のたびに太田川が氾濫し，碑より下の

低地が水浸しになった．

以上のように，蛇王池の碑と小池付近は伏流水の湧

出地で，それがすなわち蛇王池の名残であること，碑

の周辺が沼地状の軟弱地盤であることが判明した．同

時に，現在は宅地化が進んで分かりにくいが，蛇王池

の碑より下流域は太田川の氾濫で，しばしば洪水被害

を受けていた水田地帯であったことも判明した．

5．地形

芸藩通志には，慶長 12 年（1607 年）の大洪水で太

田川の流路が変わったと記されているが，蛇王池伝説

に記される天文元年（1532 年）は蛇王池の碑の近くを

太田川が流れていたと考えられる．

これを旧地形から検討する．図－2は昭和 22年（1947
年）撮影の空中写真に微地形や史跡の位置を入れたも

のである．これによると，現在市街地化している国道

54 号線沿いは旧河川流路と周辺の氾濫平野が判別さ

れ，阿武山からの土石流堆積物が堆積してできた扇状

地も認められる．蛇王池の碑と小池は氾濫平野と扇状

地のちょうど境界付近，その境界が湾曲した局所領域

に位置している．地下水位が高い氾濫平野の軟弱層を

取り囲むように土石流堆積物が分布するこの領域は，

上流から流れてきた伏流水が地表に湧出し得る立地と

なっている．地元の方の証言とも矛盾しない．

6．土石流堆積物の年代測定結果

平成 26 年 8 月の土砂災害が発生した八木・緑井地

区，可部東地区では，土砂災害発生履歴を明らかにす

ることを目的に，鈴木ほか 2)が現地調査および放射性

炭素年代測定を実施している．表－1 は土石流堆積物

中に含まれていた炭化物や有機質土の 14C 年代測定の

結果をまとめたものであり，可部東地区では 8〜9 世紀，

16〜17 世紀，20 世紀に土石流が発生したことが推定さ

れている．

蛇王池伝説に記される天文元年（16 世紀）は，これ

らの結果に合致している．

表－1 土石流堆積物から採取された炭化物の 14C 年

代測定結果．表中の KBH は可部東地区，OH
は八木・緑井地区を示す．

7．考察

これまで述べた事項から，蛇王池伝説は，1)伝説に

関連する地名，史跡が碑の周辺に集中すること，2)蛇
王池伝説には土石流の諸相を示す記述があること，3)
蛇王池の碑は旧太田川の氾濫平野を取り囲むように分

布する土石流堆積物の局所領域に立地し，伏流水が湧

出している立地であること，4)地元の方の証言は地形

的に矛盾しないこと，5)土石流堆積物中の 14C 年代測

定結果では，八木地区と同じく平成 26 年 8 月の土石流

被害が発生した可部東地区において 16 世紀頃に土石

流が発生したと推定されることが明らかになった．

これらを総合すると，天文元年（1532 年）に土石流

災害が発生し，それが後に武勇伝として伝えられてい

った可能性が高いと考えられる．
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図－2 蛇王池の碑付近の地形．本図は 1947 年米軍撮

影の空中写真に加筆したものである．
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